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精神障害者の地域移行  

～岩手県の取り組計～  

岩手県保健福祉部障害保健福祉課  

工藤 一恵  

精神障害者退院促進電探事業の  

取り組計経過  

［現状］  

・平均残存率37．9％（全国ワースト2位）  

・現退院率 23．0％（全国ワースト30位）  

・平均在院日数387．0日（全国ワースト18位）  

・各審議会、会議等で積討議蕗  
・入院患者の社会参加や社会権備に向什た取り組計  
の必苧性  

⇒平成I5年偉からモ予ル事業として菓俺  
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竹神■害者遺構偏礎硬■■真幸施  

に轟什ての♯■  

戦略I  

県の政策的な事業として位置づける  

戦時2  

全県的な取り組みに向けて関係者や県民の   

理解を図る  

戟噸j   

関係職員の資質の向上と連携強化  

戦時I  

県の政策的な事業  

として位置づける  
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岩手県内の社会的入院者  

平成18年7月に精神科病院、入所施設を対象に  
「地域移行」に係るニーズ調査を実施   

I．009人が地域移行希 望ありJ  

l  
うち、社会的入院者捗Zふ7名  

£  
調査結果については、市町村にも情報提供し、   

県・市町村障害福祉計画策定資料として活用   

平成20年唐の施策推進方針  
（目指す響）  

誰もが住み慣れた地域で生活できる社会の実現  

多くの県民は年齢や性別、障害 
わらず、地域での生活を希望  

圭寧軽費の  

政策的軽費  

地域生活支援施策として  

精神障害者退院促進電探事業他阻速事業  
6  
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⇒インフ トマルサービス  

【柑年度の移行状況】  

区分   
18年度   

実績   
目標達  主な帰  

目標  成率   来先等   

自宅：46、病  

施設   133人   132人  99．2％   院・他施設26、  
GH・CH23   

精神科  
他施設・病  

病院   
44人   73人  165．9％   院：44、自宅  

12、GH：9   

計   
177人   205人  115．8％  

※18年度目標は、単年度あたり単純平均値  

【平均残存率】  

平成14年ワースト2位⇒平成17年ワースト10位  
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戦略2  

全県的な取り組みに向けて  

関係者や県民の理解を図る  

医療機関等へのアフロ一手  

・各障害保健福祉圏域に説明会等。  

→精神保健福祉士、総看護師長を通じて  

・精神医会、日本精神病院協会県支部の会合に   
おいて事業説明。  

・各種審議会、委員会等において、退院促進支  
援事業をはじめとする  

係る説明項目を入れる。  

⇒県内22ヶ所全ての精神科病院からの協力  
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竜1  

利用者・県民へのアワロー手  

単位の兢噸を実施   

○平成18年度（4ケ所）  

障害者サービスの基盤整備に係る  

障害関係者等との意見交換会「わいわいトーク」   

○平成19年度（9か所）  

地域移行に関する説明会  

マスコミを活用しての周知等   
○テレビ放映   

○地元新聞への連載記事等  

戦時3  

関係職員の資質の向上と  

連携強化  
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蟹のエ未七して。。。  

①事業を地域自立支援協議会に位置づける  

（県内すべてに地域自立支援協議会を設置）  

②研修内容の充実強化  

③地域移行推進員の養成  

④岩手県標準例個別支援計画書   

「私の希望するくらし」の作成  

13  
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北通商地域幽盤支援協恕金  
地壌自立支嬢協≠会は、事義手や団休専で構成され、代凛書会■、書∩節会、サービス研養会■倭敗膚しています。  
また、陣書有本人を始め、関係書がこの協穐会を活用し合います。   

協札会は、次のようなことに取組みます．  

（Dネットワークを構暮し、陣書手の生活を支檀します。  

②地域の課且を把1し、積祉施策の向上に取組みます．  
8）相乱支札暮tの1賛辞価整します．  
8）困♯事例の対応の在り方を協暮します．  

相談支援事業者  
】
，
・
．
．
．
．
．
一
 
■
一
■
．
1
 
J
 
 

盲
【
き
塁
l
】
t
且
一
†
、
 
 

L
，
喜
 
 
一
 
 
u
月
J
J
リ
l
 
盲
1
7
一
t
T
■
†
「
 
 

平成20年唐倖書保健福祉関係者等研修  

●精神障害者退院促進等強化事業  

・専門研修（本庁実施分）  

・基礎研修（全圏域）  

○障害者相談支援従事者研修、現任者研修  
○認定調査員研修、現任者研修  
○サービス管理責任者研修、現任者研修  
○市町村審査会委員研修、現任委員研修  
○主治医研修  

●地域生活移行推進員養成研修  

●施設長、精神科病院長研修会  
●地域移行に係る講演会等  

●地域障害者自立支援協議会担当者会議等  

※下線については、現任者研修を県独自に実施  
※●については、平成19年度からの新規事業  
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地域移行推進員の毒成  

・地域生活移行のサービス調整窓口となる   

重要な人材！～県内で41名が活動。  

・地域自立支援協議会の推薦により、圏域ごと   

に3名程度配置。  
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「私の希望す早くらし」  

個別電探計画書 着手県標準例）  

・県自立支援協議会に地域移行部会を設置  

・地域移行部会に個別支援計画ワーキング   

グループを設置   

～地域生活移行計画のツールとして   

rわたしの希望するくらし」を作成  
（平成19年度障害者保健福祉推進事業等を 活用）  
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 （目的）  

・本人が希望する地域で、その人らしく生   
活することを応援するための「個別支援   
計画書」  

・本人と支援者が共に考え、共に作成、共   
に実行  

（河t）  

・精神科病院または施設から、地域での生   
活を希望する方  

・すでに地域で生活している方  
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期待±れる効果 I  

・本人の「希望」や「願い」、具体的な支  
援方法、支援の経緯などが支援者問で共  
有できる  

・施設等の所在地以外での生活（移行）を  

希望する際に、その市町村への申し送り  
の共通ツールとして活用できる  

21  

期待士れる効果 2  

「私の希望するくらし」の評価  

＝「ケアマネジ〆ント」の評価へJ   

・個々の課題が地域への課題としてみえ   

てくる  

・市町村の普遍的課題として障害福祉  

計画に反映できる  

⇒地域自立支援協議会の機能強化に   

つながる  
22  
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